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【内容要旨】 

看護職者は針刺しのリスクが最も高く，針刺し反復者が一定数存在する。本研究は針刺し

反復に影響するパーソンアプローチの要因について，全国調査によって初めて実証的検証を

行った。看護職者 21,890名中，3,114名（14.2％）が針刺し反復者であり，臨床経験年数 10

年以上は 10年未満と比較し，針刺し反復のオッズ比が 2.798であった。臨床経験年数 10年以

上の看護職者の針刺し反復に影響する要因として「男性」(OR 1.531），「看護基礎教育の安全教

育を受けていないこと」(OR 1.346)，「リキャップを行うこと」(OR 1.117），「針捨て容器の

不持参」(OR 1.086)，「業務は常に時間に追われていると認識すること」(OR 1.063)，「採血

時に分注を行うこと」(OR 1.058），エラータイプ尺度の「業務ミス」の経験(OR 1.051)，楽

観性「気楽さ」(OR .984)が抽出された。病院内で針刺し防止策について対応することに加え

ベテランが油断しないための警鐘を行うことや個人がルールを遵守することを強化する必要

性が見出された。 




